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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第101期

前第１四半期
連結累計期間

第102期
当第１四半期
連結累計期間

第101期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 （百万円） 25,712 22,344 94,911

経常利益 （百万円） 2,404 1,293 8,815

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,617 868 5,656

四半期包括利益
又は包括利益

（百万円） 4,102 429 10,405

純資産額 （百万円） 42,666 48,088 47,866

総資産額 （百万円） 90,728 92,992 95,050

１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） 23.46 12.59 82.02

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 45.1 49.8 48.5
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれていない。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はない。

　また、主要な関係会社についても異動はない。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前

事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はない。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等はない。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　業績の状況

当第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日～平成26年６月30日)のわが国経済は、国内では消費税率引き上げ

前の駆け込み需要による反動で個人消費に一時的な落ち込みがあるものの、企業収益や雇用情勢に改善傾向が見ら

れ、海外でも欧米の景気が底堅く推移していることなどにより、総じて景気が緩やかな回復基調を続ける状況に

あった。

このような状況のもとで、当第１四半期連結累計期間の当社グループの売上高は223億4千4百万円（前年同期比

13.1％減）、営業利益は14億9千1百万円（前年同期比22.3％減）、経常利益は12億9千3百万円（前年同期比46.2％

減）、四半期純利益は8億6千8百万円（前年同期比46.3％減）となった。

なお、平成26年３月期より、当社グループの業績をより適切に管理、開示するために、順次、海外連結子会社の

会計年度終了日を12月31日から連結会計年度と同じ３月31日へ変更していることに伴い、前第１四半期連結累計期

間に３社、当第１四半期連結累計期間には２社のそれぞれ３ヶ月多い期間の実績を連結している。

これらの海外連結子会社に係る連結期間差異の影響を除いた当第１四半期連結累計期間の業績は、前年同期比で

売上高は11億2千1百万円増（5.5％増）、営業利益は9千9百万円増（7.2％増）、経常利益は5億2千万円減（29.0％

減）となる。

セグメント別業績の概要は次のとおりである。

（化学品セグメント）

当セグメントでは、工業薬品、微粒子ポリマーなどの販売が増加し、売上高は43億9千2百万円（前年同期比3.3％

増）、営業利益は1億2千9百万円で前年同期比で3億7千5百万円改善し、前年同期比増収増益となった。

なお、当セグメントでの海外連結子会社にかかる決算期変更の影響は軽微である。

（吸水性樹脂セグメント）

当セグメントでは、売上高は143億6千4百万円（前年同期比22.4％減）、営業利益は12億3千1百万円（前年同期比

39.8％減）となった。なお、当セグメントで海外連結子会社の決算期変更に係る影響を除き、前年同期と比較する

と、売上高は3億9千4百万円増（2.9％増）、営業利益は2億3千8百万円減（16.1％減）となる。これは、高吸水性樹

脂がアジアを中心に販売量が増加した一方で原燃料の価格が高騰したことなどによるものである。

（ガス・エンジニアリングセグメント）

当セグメントでは、エンジニアリング事業で厳しい状況が続いているものの、エレクトロニクスガスの販売は底

堅く推移したことなどから、売上高は35億8千6百万円（前年同期比22.2％増）、営業利益は1億2千6百万円（前年同

期比11.1％増）となった。

なお、当セグメントでの海外連結子会社にかかる決算期変更の影響は軽微である。

 
(2)　財政状態の分析

当第１四半期末の総資産は、売掛債権などが減少したことから、前期末に比べ20億5千7百万円減少し、929億9千2

百万円となった。負債合計は、未払法人税等が減少したことなどから、前期末に比べ22億7千8百万円減少し、449億

4百万円となった。純資産合計は、前期末に比べ2億2千1百万円増加し、480億8千8百万円となった。この結果、自己

資本比率は、49.8％となった。

 

(3)　研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は5億1千9百万円である。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 69,864,854 69,864,854
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数1,000株

計 69,864,854 69,864,854 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 該当事項はない。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はない。

 

(4) 【ライツプランの内容】

 該当事項はない。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年４月１日～
平成26年６月30日

－ 69,864 － 9,698 － 7,539
 

 

(6) 【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はない。

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしている。

① 【発行済株式】

   平成26年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－ －
普通株式 898,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 68,897,000 68,897 （注１）

単元未満株式 普通株式 69,854 － （注２）

発行済株式総数  69,864,854 － －

総株主の議決権 － 68,897 －
 

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」欄には証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権の数３個）含まれて

いる。

 ２　「単元未満株式」の株式数には、当社所有の自己株式396株が含まれている。

 

② 【自己株式等】

   平成26年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 兵庫県加古郡播磨町宮西
898,000 － 898,000 1.29

住友精化株式会社 346番地の１

計 － 898,000 － 898,000 1.29
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はない。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成している。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けている。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 9,809 10,671

  受取手形及び売掛金 23,084 18,837

  商品及び製品 10,057 12,348

  仕掛品 601 719

  原材料及び貯蔵品 2,408 2,123

  その他 3,704 3,428

  貸倒引当金 △9 △8

  流動資産合計 49,654 48,120

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 9,619 9,529

   機械装置及び運搬具（純額） 14,809 14,331

   その他（純額） 16,404 16,666

   有形固定資産合計 40,833 40,528

  無形固定資産   

   その他 981 855

   無形固定資産合計 981 855

  投資その他の資産   

   退職給付に係る資産 － 212

   その他 3,590 3,286

   貸倒引当金 △10 △10

   投資その他の資産合計 3,580 3,488

  固定資産合計 45,395 44,871

 資産合計 95,050 92,992

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 12,101 11,517

  短期借入金 11,170 14,112

  未払法人税等 2,804 605

  賞与引当金 730 346

  その他 3,344 3,348

  流動負債合計 30,151 29,929

 固定負債   

  長期借入金 15,060 13,539

  退職給付に係る負債 1,673 1,166

  その他 297 269

  固定負債合計 17,031 14,974

 負債合計 47,183 44,904
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 9,698 9,698

  資本剰余金 7,539 7,539

  利益剰余金 26,237 26,898

  自己株式 △256 △257

  株主資本合計 43,218 43,878

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 395 394

  為替換算調整勘定 2,864 2,373

  退職給付に係る調整累計額 △380 △361

  その他の包括利益累計額合計 2,880 2,405

 少数株主持分 1,768 1,804

 純資産合計 47,866 48,088

負債純資産合計 95,050 92,992
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 25,712 22,344

売上原価 20,196 17,433

売上総利益 5,515 4,911

販売費及び一般管理費   

 発送運賃 827 748

 従業員給料及び賞与 658 641

 賞与引当金繰入額 134 132

 退職給付費用 35 59

 研究開発費 620 518

 その他 1,318 1,319

 販売費及び一般管理費合計 3,595 3,419

営業利益 1,919 1,491

営業外収益   

 受取利息 13 8

 受取配当金 16 16

 為替差益 449 －

 その他 60 20

 営業外収益合計 540 45

営業外費用   

 支払利息 52 49

 為替差損 － 170

 その他 3 23

 営業外費用合計 55 243

経常利益 2,404 1,293

特別損失   

 固定資産除却損 24 51

 特別損失合計 24 51

税金等調整前四半期純利益 2,379 1,242

法人税等 559 304

少数株主損益調整前四半期純利益 1,820 938

少数株主利益 202 70

四半期純利益 1,617 868
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,820 938

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 93 △1

 為替換算調整勘定 2,189 △525

 退職給付に係る調整額 － 18

 その他の包括利益合計 2,282 △508

四半期包括利益 4,102 429

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,702 393

 少数株主に係る四半期包括利益 399 35
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

（連結子会社の事業年度等に関する事項の変更）

従来、連結子会社のうち決算日が12月31日である海外子会社５社については同日現在の財務諸表を使用し、連結

決算日との間に生じた重要な取引については必要な調整を行っていたが、当第１四半期連結累計期間より、該当会

社のうち２社（台湾住精科技(股)有限公司、住精ケミカル(株)）については決算日を３月31日に変更している。

この決算期変更に伴い、当第１四半期連結累計期間は、平成26年１月１日から平成26年６月30日までの６ヶ月間

を連結しているが、業績に与える影響は軽微である。
 

 

(会計方針の変更)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間

帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ、並びに割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間に

ついて従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ご

との金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へと変更した。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ている。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る資産が2億5百万円増加、退職給付に係る負債が5億

4千3百万円減少し、利益剰余金が4億8千2百万円増加した。なお、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微である。
 

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日)

（原価差異の繰延処理）

操業度等の季節的な変動に起因して発生した原価差異については、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれる

ため、当該原価差異を流動資産として繰延べている。

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用している。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示している。
 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成してない。なお、第１四半期連結累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりである。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年６月30日)

減価償却費 1,577百万円 1,554百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月９日
取締役会

普通株式 344 5.00 平成25年３月31日 平成25年６月11日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項なし。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月12日
取締役会

普通株式 689 10.00 平成26年３月31日 平成26年６月11日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項なし。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

化学品 吸水性樹脂
ガス・エンジニ
アリング

計

売上高     

  外部顧客への売上高 4,254 18,522 2,935 25,712

  セグメント間の内部売上高又は振替高 3 － 4 7

計 4,257 18,522 2,940 25,719

セグメント利益又は損失（△） △245 2,044 113 1,913
 

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利    益 金    額

報告セグメント計 1,913

セグメント間取引消去 6

四半期連結損益計算書の営業利益 1,919
 

 

３  報告セグメントの変更等に関する事項

連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に記載のとおり、従来、連結子会社のうち決算日が12月31日である海外子

会社８社について同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については必要な調整を行っ

ていたが、当第１四半期連結累計期間より、当該会社のうち３社（スミトモ　セイカ　シンガポール　プライベート

リミテッド、スミトモ　セイカ　アジアパシフィック　プライベートリミテッド、スミトモ　セイカ　ヨーロッパ

Ｓ．Ａ／Ｎ．Ｖ．）については決算日を３月31日に変更している。

この決算期変更に伴い、当第１四半期連結累計期間は、平成25年１月１日から平成25年６月30日までの６ヶ月間を

連結しており、決算期を変更した連結子会社の平成25年１月１日から平成25年３月31日までの売上高は化学品セグメ

ントが6億3千8百万円、吸水性樹脂セグメントが48億1千7百万円、セグメント利益又はセグメント損失（△）は、化学

品セグメントが△1千8百万円、吸水性樹脂セグメントが5億7千1百万円である。

 

４ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項なし。
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当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

化学品 吸水性樹脂
ガス・エンジニ
アリング

計

売上高     

  外部顧客への売上高 4,392 14,364 3,586 22,344

  セグメント間の内部売上高又は振替高 4 － 4 8

計 4,397 14,364 3,591 22,353

セグメント利益又は損失（△） 129 1,231 126 1,487
 

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利    益 金    額

報告セグメント計 1,487

セグメント間取引消去 4

四半期連結損益計算書の営業利益 1,491
 

 

３  報告セグメントの変更等に関する事項

連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に記載のとおり、従来、連結子会社のうち決算日が12月31日である海外子

会社５社について同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については必要な調整を行っ

ていたが、当第１四半期連結累計期間より、当該会社のうち２社（台湾住精科技(股)有限公司、住精ケミカル(株)）

については決算日を３月31日に変更している。

この決算期変更に伴い、当第１四半期連結累計期間は、平成26年１月１日から平成26年６月30日までの６ヶ月間を

連結しているが、業績に与える影響は軽微である。

 

４ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項なし。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 23円46銭 12円59銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(百万円) 1,617 868

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,617 868

普通株式の期中平均株式数(千株) 68,968 68,965
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載していない。

 
(重要な後発事象)

該当事項なし。

　

２ 【その他】

平成26年５月12日開催の取締役会において、平成26年３月31日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のと

おり期末配当を行うことを決議した。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　 689百万円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　10円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　 平成26年６月11日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月12日

住友精化株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   宮   林   利   朗   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   小   野   友   之   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている住友精化株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、住友精化株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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